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神経研究所 疾病研究第3部にて 2 

「気分障害・精神病性障害に関する遺伝子解析研究」にご参加された方へ 3 

このたび、国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 疾病研究第3部において「気分障害・精神4 

病性障害に関する遺伝子解析研究」にご参加された方の試料および資料を、下記の研究に対し提供を行5 

います。この研究では、国が定めた倫理指針に基づき、対象となる方お一人ずつから直接同意をいただく6 

かわりに、利用目的等を含む研究の実施について、情報を公開いたします。 7 

この研究に対し試料等を利用することにより、対象となる方に新たな負担や制限が加わることは一切8 

ございませんが、ご自身の試料等を利用・提供して欲しくない場合は、問い合わせ窓口までご連絡くださ9 

い。なお、利用・提供してほしくないと申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはございません。 10 

 11 

１．対象となる方 12 

２００３年1月1日より２０2０年3月31日までの間に、国立精神・神経医療研究センター神経研究所疾病13 

研究第三部において「気分障害の遺伝子解析研究」、「精神病性障害の遺伝子解析研究」、「気分障害・14 

精神病性障害に関する研究-第二期-」および「気分障害・精神病性障害に関する遺伝子解析研究-15 

第三期-」の研究に参加された方 16 

 17 

２．試料情報の提供のみを行う者の機関名・所属・氏名 18 

機関名：国立精神・神経医療研究センター  19 

所属・氏名：精神保健研究所 行動医学研究部・堀 弘明 20 

 21 

３．試料・情報を提供する研究課題名と研究代表者又は研究責任者 22 

研究課題名：気分障害・精神病性障害に関する遺伝子解析研究―第四期― 23 

研究期間：2026年8月4日～2031年7月31日まで 24 

研究代表者(研究責任者)：堀 弘明   25 

 26 

４．利用又は提供する試料・情報等と取得方法について 27 

試料：DNA検体 28 

(取得方法) 「気分障害の遺伝子解析研究」、「精神病性障害の遺伝子解析研究」、「気分障害・精神29 

病性障害に関する研究-第二期-」および「気分障害・精神病性障害に関する遺伝子解析研究-第三期30 

-」にご参加いただいた方からの血液採取による 31 

取得情報等： 32 

・生活歴・人口統計学的情報（身長、体重、既往歴、家族歴、病歴、喫煙歴、飲酒歴、妊娠・月経、教育33 

歴、職歴等） 34 

・精神医学的データ (診断名、症状評価、服薬歴、治療内容、検査所見、副作用等） 35 
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(取得方法) 上記の研究にご参加いただいた方への面接により取得 1 

 2 

５．試料・情報の利用目的及び利用方法 3 

気分障害や精神病性障害の発症には遺伝要因が関与するとされています。ゲノムの個人差と病気と4 

の関連を研究すること、病気を発症する危険性を高める遺伝子を同定することは、病気の原因を究5 

明し新たな薬剤の開発を行う上でとても重要です。私達のグループでは、様々な遺伝子が精神疾患6 

に関係することを明らかにしてきましたが、いまだに不明な部分も多く、さらなる研究が必要です。 7 

 この度、2020年3月末までに気分障害の遺伝子解析研究」、「精神病性障害の遺伝子解析研究」、8 

「気分障害・精神病性障害に関する研究-第二期-」に参加され、「気分障害・精神病性障害に関する9 

遺伝子解析研究-第三期-」にも参加された皆さまからいただいた試料、背景情報 (年齢、性別、診10 

断名など)、および面接・質問紙の情報を活用し、さらに検討を進めていくことになりましたので、11 

お知らせ致します。 12 

 13 

６．利用又は提供を開始する予定日 14 

2026年8月4日      15 

 16 

７．問い合わせ窓口 17 

この研究課題の詳細についてお知りになりたい方は、下記問い合わせ担当者までお問い合わせください。 18 

 19 

機関名：国立精神・神経医療研究センター  20 

所属： 精神保健研究所 行動医学研究部  氏名： 堀 弘明 21 

電話番号 ： 042-341-2712（内線：５６１７） 22 

e-mail： hori※ncnp.go.jp（「※」を「＠」に変更ください。）    23 


